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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第２区分
【発行日】平成25年10月17日(2013.10.17)

【公開番号】特開2012-48081(P2012-48081A)
【公開日】平成24年3月8日(2012.3.8)
【年通号数】公開・登録公報2012-010
【出願番号】特願2010-191656(P2010-191656)
【国際特許分類】
   Ｇ０２Ｂ   5/18     (2006.01)
   Ｇ０２Ｂ   3/00     (2006.01)
   Ｇ０２Ｂ   3/08     (2006.01)
   Ｇ０２Ｂ  13/02     (2006.01)
   Ｇ０２Ｂ  15/12     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０２Ｂ   5/18    　　　　
   Ｇ０２Ｂ   3/00    　　　Ｚ
   Ｇ０２Ｂ   3/08    　　　　
   Ｇ０２Ｂ  13/02    　　　　
   Ｇ０２Ｂ  15/12    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成25年8月29日(2013.8.29)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１の部材と、該第１の部材よりも低屈折率でかつ高分散の第２の部材と、が密着され
て構成された回折光学素子であって、
　前記第１の部材又は前記第２の部材は、硝子材料を加熱軟化させて熱プレス成形するこ
とにより形成された回折格子部を含み、
　前記回折格子部は、中心部から周辺部に向かって格子高さが高くなる凹格子形状を有す
ることを特徴とする回折光学素子。
【請求項２】
　前記熱プレス成形の際に用いられる型の材料の線膨張係数は、前記硝子材料の線膨張係
数より小さいことを特徴とする請求項１に記載の回折光学素子。
【請求項３】
　前記第１の部材は樹脂材料からなり、前記第２の部材は前記硝子材料からなることを特
徴とする請求項１又は２に記載の回折光学素子。
【請求項４】
　前記硝子材料のｄ線波長での屈折率をｎｇｄ、アッベ数をνｇｄ、前記樹脂材料のｄ線
波長での屈折率をｎｒｄ、アッベ数をνｒｄとしたとき、
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なる条件を満足し、
　正のパワーを有することを特徴とする請求項３に記載の回折光学素子。
【請求項５】
　前記第１の部材は前記硝子材料からなり、前記第２の部材は樹脂材料からなることを特
徴とする請求項１又は２に記載の回折光学素子。
【請求項６】
　前記硝子材料のｄ線波長での屈折率をｎｇｄ、アッベ数をνｇｄ、前記樹脂材料のｄ線
波長での屈折率をｎｒｄ、アッベ数をνｒｄとしたとき、

なる条件を満足し、
　負のパワーを有することを特徴とする請求項５に記載の回折光学素子。
【請求項７】
　前記樹脂材料は、樹脂のベース材料に該樹脂材料より高屈折率の有機又は無機の微粒子
材料を分散させた材料であることを特徴とする請求項３乃至６のいずれか１項に記載の回
折光学素子。
【請求項８】
　前記硝子材料は、硝子転移温度が５５０℃以下の低融点硝子であることを特徴とする請
求項３乃至７のいずれか１項に記載の回折光学素子。
【請求項９】
　前記回折格子部の格子高さは３μｍ以上であることを特徴とする請求項１乃至８のいず
れか１項に記載の回折光学素子。
【請求項１０】
　請求項１乃至９のいずれか１項に記載の回折光学素子と、
　絞りと、
を有することを特徴とする撮像光学系。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００７
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【０００７】
　本発明の一側面としての回折光学素子は、第１の部材と、該第１の部材よりも低屈折率
でかつ高分散の第２の部材と、が密着されて構成された回折光学素子であって、前記第１
の部材又は前記第２の部材は、硝子材料を加熱軟化させて熱プレス成形することにより形
成された回折格子部を含み、前記回折格子部は、中心部から周辺部に向かって格子高さが
高くなる凹格子形状を有することを特徴とする。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００８】
　本発明の他の側面としての撮像光学系は、前記回折光学素子と、絞りと、を有すること
を特徴とする。
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